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１　

条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯

（
１
）
新
城
市
の
概
要

新
城
市
は
、
新
城
市
、
鳳
来
町
及
び
作
手
村
の
新

設
合
併
に
よ
っ
て
平
成
17
年
10
月
１
日
に
誕
生
し
ま

し
た
。
愛
知
県
の
東
部
、
東
三
河
地
域
の
中
央
に
位

置
し
、
東
は
静
岡
県
に
接
し
て
い
ま
す
。
東
西
約

29
・
５
㎞
、
南
北
約
27
・
３
㎞
で
、
県
内
で
２
番
目
の

広
さ
と
な
る
４
９
９
・
23
㎢
の
面
積
を
有
す
る
人
口

約
４
万
５
０
０
０
人
の
市
で
す
。
市
域
の
84
パ
ー
セ

ン
ト
が
三
河
山
間
部
を
形
成
す
る
豊
か
な
緑
に
覆
わ

れ
た
東
三
河
地
域
一
帯
の
水
源
地
で
す
。

桜
や
紅
葉
が
美
し
く
、「
三
河
の
嵐
山
」
と
も
呼

ば
れ
る
桜
淵
公
園
や
、霊
鳥
仏
法
僧
（
コ
ノ
ハ
ズ
ク
）

の
棲
む
山
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
、
国
の
名
勝
に

指
定
さ
れ
て
い
る
鳳
来
寺
山
な
ど
、
市
域
に
広
が
る

国
定
公
園
や
県
立
公
園
の
指
定
区
域
に
は
、
特
徴
あ

る
地
形
や
豊
か
な
植
生
、
美
し
い
景
観
が
点
在
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、日
本
の
歴
史
を
動
か
し
た
「
長
篠
・

設
楽
原
の
戦
い
」
の
地
を
始
め
、
数
多
く
の
戦
国
の

史
跡
が
訪
れ
る
人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
条
例
制
定
の
背
景
・
き
っ
か
け

新
城
市
で
は
、
市
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
が
出

席
す
る
公
開
討
論
会
が
、
市
町
村
合
併
前
の
平
成
15

年
か
ら
一
般
社
団
法
人
新
城
青
年
会
議
所
等
の
主
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
て
お
り
、
毎
回
、
全
て
の
立
候
補

予
定
者
が
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

先進・ユニーク条例【解説】

　新城市は、「新城市市長選挙立候補予定者
公開政策討論会条例」を制定した（条例第
21号として令和２年６月公布・施行）。
　市長選挙への立候補予定者が参加する公開
政策討論会を市主催で実施することを定めた
全国でも例がない条例。市民に選挙への関心
を高めてもらうとともに、市民の「知る権利」
を保障して市民が主役のまちづくりを推進す
ることが目的である。

平
成
29
年
に
は
、
青
年
会
議
所
の
会
員
が
減
少
し

た
こ
と
も
あ
り
、
各
立
候
補
予
定
者
が
推
薦
す
る
市

民
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
公
開
政
策
討
論
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
広
く
政
策
討
論
を
実
施
し
、
誰
も

が
政
治
論
争
に
ア
ク
セ
ス
し
て
熟
議
・
熟
考
の
時
間

を
持
て
る
よ
う
市
民
の
主
体
的
な
選
択
を
促
す
機
会

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
場
を
市
民
自
ら
が
自

主
的
な
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
運
営
し
き
っ
た
こ
と

は
、
参
加
し
た
市
民
か
ら
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

（
３
）
制
定
ま
で
の
経
過

選
挙
後
、
市
長
は
こ
の
試
み
を
常
設
化
す
る
べ
く

第
４
期
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
追
加
し
ま
し
た
。
平

成
30
年
度
は
「
新
城
市
自
治
基
本
条
例
に
定
め
る
市

愛知県
新城市

新
城
市
企
画
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

新
城
市
市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
公
開 

政
策
討
論
会
条
例
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新
城
市
自
治
基
本
条
例

（
市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
公
開
政
策
討
論
会
）

第
14
条
の
２　

市
長
は
、
公
の
選
挙
の
う
ち
市
長

の
選
挙
に
当
た
っ
て
は
、
候
補
者
と
な
ろ
う
と

す
る
者
が
掲
げ
る
市
政
に
関
す
る
政
策
及
び
こ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
を
市
民
が
聴
く
機

会
と
し
て
市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
公
開
政
策

討
論
会
を
開
催
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

２　

前
項
の
討
論
会
の
実
施
に
必
要
な
事
項
は
、

別
に
定
め
ま
す
。

（
２
）
基
本
原
則

条
例
の
「
基
本
原
則
」
と
し
て
、
次
の
４
点
を
定

め
て
い
ま
す
。

①
公
開
政
策
討
論
会
は
、
立
候
補
予
定
者
の
市
政
に

関
す
る
政
策
及
び
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策

に
つ
い
て
、
市
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
こ
と

公
開
政
策
討
論
会
は
、
選
挙
の
た
め
、
立
候
補
予

定
者
の
た
め
の
制
度
で
は
な
く
、
市
民
の
知
る
権
利

を
保
障
し
、
市
政
に
関
す
る
政
策
や
方
策
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

②
公
開
政
策
討
論
会
に
関
係
す
る
全
て
の
者
は
、
公

職
選
挙
法
第
１
２
９
条
の
規
定
に
違
反
し
な
い
よ

う
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

公
開
政
策
討
論
会
は
、
公
職
選
挙
法
に
違
反
し
な

い
よ
う
に
行
う
の
が
大
前
提
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

民
の
権
利
を
具
現
化
す
る
た
め
の
公
開
政
策
討
論
会

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
度
は
「
新
城
市

自
治
基
本
条
例
に
定
め
る
市
民
の
権
利
を
具
現
化
す

る
た
め
の
公
開
政
策
討
論
会
条
例
」
に
つ
い
て
、
自

治
基
本
条
例
の
実
効
性
を
担
保
す
る
附
属
機
関
「
市

民
自
治
会
議
」
に
諮
問
し
、
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
令
和
２
年
３
月
中
旬
か
ら
４
月
中
旬
に
か
け
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
６
月
議
会
に
市

民
自
治
会
議
の
答
申
を
踏
ま
え
た
「
新
城
市
市
長
選

挙
立
候
補
予
定
者
公
開
政
策
討
論
会
条
例
」（
併
せ

て
「
新
城
市
自
治
基
本
条
例
」
の
一
部
改
正
）
を
上

程
し
、
可
決
さ
れ
、
令
和
２
年
６
月
26
日
施
行
と
な

り
ま
し
た
。

２　

条
例
の
内
容

（
１
）
趣
旨

新
城
市
で
は
、
第
１
期
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基

づ
き
、
平
成
25
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
新
城
市
自
治

基
本
条
例
を
制
定
し
、
市
民
ま
ち
づ
く
り
集
会
の
開

催
、
地
域
自
治
区
の
設
置
及
び
市
民
自
治
会
議
の
設

置
を
し
、
第
３
期
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
き
、

若
者
議
会
の
設
置
、
女
性
議
会
及
び
中
学
生
議
会
の

開
催
な
ど
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
の
機
会

を
設
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
公
開
政
策
討
論
会
条
例

も
こ
れ
ら
の
実
践
の
上
に
成
り
立
っ
た
も
の
で
、
新

城
市
自
治
基
本
条
例
に
根
拠
を
置
く
市
政
へ
の
多
様

な
市
民
参
加
の
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て

い
ま
す
（
新
城
市
自
治
基
本
条
例
に
お
い
て
は
、「
第

６
章
参
加
の
仕
組
み
」
に
加
え
ら
れ
、
市
民
の
多
様

な
参
加
の
機
会
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ

て
い
ま
す
）（【
図
表
１
】）。

自治基本条例

地域自治区制度

新城 千郷 東郷 舟着 八名 鳳来
東部

鳳来
北西部 作手

市民自
治会議

市民まちづ
くり集会

若者議会

女性議会

中学生議会

公開政策討論会条例

第１期
マニフェスト

第
３
期
マ
ニ
フェ
ス
ト

第４期
マニフェスト
＋１

市政への多様な市民参加の機会をつくる

鳳来
中部

鳳来
南部

【図表１】市政への多様な市民参加の機会をつくる

先進・ユニーク条例
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の
旨
規
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
留
意
す
る

べ
き
者
は
立
候
補
予
定
者
の
み
で
は
な
く
、傍
聴
者
、

主
催
者
も
含
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
関
係
す

る
全
て
の
者
」
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

③
立
候
補
予
定
者
は
、
公
開
政
策
討
論
会
へ
の
参
加

を
強
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
趣
旨
を
理
解
し

て
参
加
す
る
こ
と

公
開
政
策
討
論
会
へ
の
参
加
は
あ
く
ま
で
任
意
で

あ
り
、強
制
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
立
候
補
予
定
者
に
過
度
な
負
担
を
課
す
も
の

で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
公
開
政
策
討

論
会
の
趣
旨
を
理
解
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
ま
す
。

④
公
平
か
つ
公
正
な
手
続
・
運
営
を
基
本
と
し
、
市

民
の
視
点
で
分
か
り
や
す
い
内
容
・
方
法
で
開
催

す
る
こ
と

公
開
政
策
討
論
会
は
、
市
政
に
関
す
る
政
策
及
び

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、
市
民
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

民
の
視
点
で
分
か
り
や
す
い
内
容
及
び
方
法
で
あ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
後
の
市
長
選
挙
へ
と
続

い
て
い
く
こ
と
か
ら
、
公
平
か
つ
公
正
に
運
営
さ
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
⑹
で
述
べ
る
よ
う
に
、
現
職

の
市
長
が
公
開
政
策
討
論
会
に
参
加
す
る
場
合
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
公
平
性
・
公
正
性
は
と
て
も
重
要

な
要
素
で
す
。

（
基
本
原
則
）

第
３
条　

公
開
政
策
討
論
会
は
、
立
候
補
予
定
者

（
市
長
選
挙
の
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
市
政
に
関
す
る
政
策

及
び
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
、
市
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

２　

公
開
政
策
討
論
会
に
関
係
す
る
全
て
の
者

は
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
１
０
０

号
）
第
１
２
９
条
の
規
定
に
違
反
し
な
い
よ
う

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

立
候
補
予
定
者
は
、
公
開
政
策
討
論
会
の
趣

旨
を
理
解
し
、こ
れ
に
参
加
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
参
加
の
申
出
は
、
立
候

補
予
定
者
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
と
し
、
不
当

に
義
務
を
課
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

４　

公
開
政
策
討
論
会
の
開
催
に
必
要
な
手
続
及

び
運
営
は
、
公
平
か
つ
公
正
に
行
わ
れ
る
こ
と

を
基
本
と
し
、
市
民
の
視
点
で
分
か
り
や
す
い

内
容
及
び
方
法
で
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
３
）
議
題
の
提
案

公
開
政
策
討
論
会
の
開
催
予
定
日
の
30
日
前
ま
で

に
参
加
を
申
し
出
た
立
候
補
予
定
者
は
、
討
論
し
た

い
議
題
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
題
の
決

定
は
、
当
該
提
案
を
尊
重
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
規

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
立
候
補
予
定
者
は
、
自
分
の

考
え
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
30
日
前
ま
で
に
参
加
の
申
出
を
し
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
７
日
前
ま
で
に
参
加
の
申
出
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
公
開
政
策
討
論
会
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
議
題
の
提

案
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
直
前
に
立
候
補
を
表

明
し
た
立
候
補
予
定
者
に
も
、
公
開
政
策
討
論
会
へ

の
参
加
の
機
会
を
広
く
保
障
す
る
も
の
で
す
。

（
４
）
情
報
の
提
供

参
加
を
申
し
出
た
立
候
補
予
定
者
は
、
市
の
機
関

に
対
し
、
決
定
し
た
議
題
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
、
市
の
機
関
は
こ
れ
に
応
じ
る

よ
う
に
努
め
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

情
報
の
提
供
は
、
公
開
政
策
討
論
会
に
参
加
す
る

全
て
の
立
候
補
予
定
者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

（
５
）
運
営

公
開
政
策
討
論
会
は
、
参
加
す
る
立
候
補
予
定
者

の
承
認
を
得
て
決
定
さ
れ
た
主
宰
者
が
進
行
し
ま

す
。
主
宰
者
に
は
、
公
開
政
策
討
論
会
を
円
滑
に
行

う
た
め
の
役
割
や
権
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
６
）
公
平
性
及
び
公
正
性
の
確
保

公
開
政
策
討
論
会
に
は
、
こ
の
制
度
の
実
施
者
で

あ
る
市
長
も
、
自
ら
が
立
候
補
予
定
者
と
し
て
参
加
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す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
市

民
や
学
識
経
験
を
有
す
る
者
な
ど
、
第
三
者
に
よ
る

手
続
や
運
営
に
よ
り
、
公
平
か
つ
公
正
に
行
わ
れ
る

よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。具
体
的
に
は
、

市
民
等
（
立
候
補
予
定
者
の
推
薦
を
受
け
た
者
を
含

む
。）
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
が
公
開
政
策
討
論

会
の
実
質
的
な
運
営
に
当
た
り
ま
す
。

（
公
平
性
及
び
公
正
性
の
確
保
）

第
10
条　

市
長
は
、
自
ら
が
立
候
補
予
定
者
と
し

て
公
開
政
策
討
論
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
権
利
を
有
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
公
開
政
策
討

論
会
を
開
催
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
、
学

識
経
験
を
有
す
る
者
等
の
協
力
を
得
て
、
第
４

条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
手
続
及
び
運
営
が

公
平
か
つ
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

現
在
の
取
組

今
年
の
11
月
12
日
が
市
長
の
任
期
満
了
日
で
、
市

長
選
挙
は
、
10
月
24
日
告
示
、
10
月
31
日
投
開
票
日

の
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、公
開
政
策
討
論
会
は
、

９
月
23
日
か
ら
10
月
23
日
ま
で
の
間
に
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

現
在
は
、
条
例
が
制
定
さ
れ
て
初
め
て
の
新
城
市

市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
公
開
政
策
政
策
討
論
会
開

催
に
向
け
て
、
実
行
委
員
会
委
員
の
募
集
、
選
考
及

び
実
行
委
員
会
の
開
催
と
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

４　

課
題
と
今
後
の
展
望

こ
の
条
例
の
原
理
は
次
の
３
点
で
す
。

○
条
例
の
原
理

①
新
城
市
民
は
、
市
の
代
表
者
と
な
る
市
長
の
選

出
に
当
た
っ
て
、
市
民
自
ら
が
市
政
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
議
論
の
場
を
設
け
、
立
候
補

予
定
者
と
そ
の
政
策
等
を
正
し
く
判
断
す
る
助

け
と
し
ま
す
。

②
立
候
補
予
定
者
は
、
そ
の
求
め
に
応
え
、
市
長

と
し
て
の
適
性
を
質
さ
れ
る
場
を
自
ら
も
市
民

の
一
員
と
し
て
共
に
創
り
出
し
ま
す
。

③
市
は
、
①
、
②
を
実
現
す
る
た
め
の
事
務
を
負

い
、
必
要
な
予
算
を
措
置
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
長
は
「
市
民
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
た
代
表
者
で
あ
る
」
と
の
正
統
性
が
よ
り
強
化
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
立
候
補
予
定
者
が
あ
く
ま
で
も
市

民
の
一
員
と
し
て
振
る
舞
え
ば
、
そ
こ
か
ら
選
ば
れ
る

市
長
も
、
自
ず
と
市
民
の
中
か
ら
輩
出
さ
れ
た
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
よ
り
強
い
自
負
と
使
命
感
を
も
っ
て

自
治
の
職
務
を
遂
行
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
暮
ら
し
へ
の
影
響
や
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

関
わ
り
方
、
参
加
の
仕
方
等
に
つ
い
て
市
民
が
自
ら

考
え
る
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
公
開
政
策
討
論
会
制
度
は
、
市
民
、
立
候
補

予
定
者
及
び
市
の
信
頼
、
協
力
、
連
携
と
い
う
協
働

理
念
に
基
づ
く
仕
組
み
で
あ
り
、
そ
の
分
、
ガ
ラ
ス

細
工
の
よ
う
な
脆
さ
を
伴
う
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
開
政
策
討
論
会
に
か
か
わ
る
全
員
が

「
当
事
者
」
と
し
て
、
節
度
を
持
っ
て
振
る
舞
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
、
様
々
な
機
会
を
通
じ

て
、啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す（【
図
表
２
】）。

【公開政策討論会×市民】

私たちの暮らしへの影響や、まちづ
くりの関わり方、参加の仕方など
について私たちが自ら考える機会に
なる

公開政策討論会は、まちづくりにつながる

※公開政策討論会イメージ図

【公開政策討論会×立候補予定者】

立候補予定者があくまでも市民の
一員として振る舞えば、そこから選ば
れる市長も、自ずと市民の中から選
出されたリーダーとして、より強い自
負と使命感をもって自治の職務を遂
行できる

【図表２】公開政策討論会×まちづくり

先進・ユニーク条例


